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論文

超肥満表象と象徴的移動

―映画『ギルバート・グレイプ』と『ザ・ホエール』を中心に―

宮　内　沙也佳＊

はじめに

2023 年、映画の祭典の一つとして権威を築いてきたアカデミー賞において、Darren Aronofsky（1969-）監督の
映画『ザ・ホエール』（The Whale: 2022）は作品賞を獲得しなかったものの、主演を務めた Brendan Fraser（1968-）
が主演男優賞を、加えて彼に施された特殊メイクがメイクアップ&ヘアスタイリング賞を受賞したことで注目を浴
びた。本作は、余命わずかである超肥満男性が、娘との間に入った精神的亀裂を修復する物語である。保守派のウェ
ブマガジン The Federalistは、肥満擁護の風向きにある現代社会において『ザ・ホエール』が「息を呑むほど反逆
的な（breathtakingly contrarian）」作品であると評している。同時に、同作は「悲惨さを描き出す傑作であり、
1993 年の『ギルバート・グレイプ』以来、重度の肥満の恐怖をスクリーン上で最も効果的に描写したメジャーな映
画である。」と評価されている１。このことは、超肥満が世界的に著名な映画作品で描かれることが数少ない２ことに
加え、社会が超肥満を悲惨さや恐怖というネガティブな面だけでとらえてきたことの裏づけといえるだろう。
前述した記事では、『ザ・ホエール』に類似した作品として 90 年代に公開された『ギルバート・グレイプ』（What's 

Eating Gilbert Grape?: 1993）が挙げられている。映画作品として両作はアカデミー賞を賑わせたが、やはりドラマ
ティックに描かれる肥満表象として数少ない作品群である。しかし、これら 2作品の公開時期にはおおよそ 30 年と
いう大きな差がある。その間、超肥満表象はどのように描かれてきたのか。あるいは肥満表象はどのような変化を
遂げてきたのか。
まず肥満表象に関しては、アメリカでは 1990 年代から肥満を売りにした作品が量産されてきた３。同時期に、欧

米圏では医学領域を基礎にもつ肥満のスティグマ解消を目的とする人文学的学問分野 Fat Studiesが確立された。
その後、2010 年代からのボディ・ポジティブ運動やルッキズム批判もあり、映画においては肯定的に描かれる肥満
表象が散見されるようになった。以上が、90 年代以降のアメリカにおける肥満表象の主なながれである。
他方、病や死のリスクとともに語られる超肥満は事情が異なっている。「超肥満」とは、文字通り肥満以上の巨体
を指す。肥満も過剰な身体として語られるが、本論文では肥満よりさらに過剰な身体を「超肥満」として記述する。
この超肥満はかつてフリークスとして社会的に認識されていた身体でもある。過剰な巨体は、病理化され、モンスター
化され、社会にとって異質な存在として扱われてきたのである４。前述した『ギルバート・グレイプ』や『ザ・ホエー
ル』に代表されるように、超肥満は表象の領域において悲劇的身体へと追いやられてしまう存在であった５。
美術史研究者の Jane Blocker（1996）やメディア研究者の Caroline Narbyと Katherine Phelps （2013）らに代
表されるような先行研究において、超肥満表象はバイオ・アートやフェミニズム分析の文脈から堅固で不動の空間
である「家」と同一視される存在であると同時に「家＝見世物小屋」として解釈される傾向にあった。自主的な移
動を困難とする超肥満は、主な生活空間をソファに留め、家から脱さない身体として描かれるためである。映画や
ドキュメンタリー映像では、超肥満が家族による介助生活を送っていることや、移動には介助者を伴う存在として
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強調される。このように超肥満表象をケアの観点から分析することも妥当ではある。しかし一方で、超肥満表象に
特有である身体の重量性や移動の観点が軽視されていることに疑問が残る。
そこで、本論文では超肥満表象の重量性と移動を重視する。これまで映像論では古典的ハリウッド映画以降のカ
メラアイ（さらにはカメラワーク）、つまり撮る主体であるカメラとフレームに映る対象の関係性について議論がな
されてきた６。カメラが移動するのか、あるいは映る対象が移動するのか。昨今は撮影技術の向上により、動きを止
めない対象に追随する「動くカメラアイ」も登場している。そのため、近年においてもカメラが見つめる対象と、
見つめられる対象の移動関係はどのようなものかが論点になっている。超肥満表象の場合、家あるいはソファから「動
かない」とされる超肥満表象をカメラはどう映すのか。そして、超肥満はカメラの前でどのように移動するのか（ま
たは強いられるのか）。作中における超肥満のスペクタクルな移動シーンは、自身の巨体を家族のために動かさざる
を得ないというある種の転機として、そしてクライマックスとして機能する。このことは、超肥満表象をどのよう
な解釈にひらくのか。
本論文は以上のような観点から、フリークショーが衰退した現代社会においてかつてフリークスとして認識され
ていた身体、超肥満表象が映像作品においてどのように表現されてきたのかを論じる。
本稿は 3章から構成されている。第 1章では、Fat Studiesやフリークス研究における超肥満の位置づけを概観す

る。そのうえで、フリークスと病的身体を往還する 90 年代以降の超肥満表象について、映画作品を事例にして移動
シーンに着目する。第 2章では、超肥満表象の水平移動シーンを取り上げ、第 3章では垂直移動シーンについて解
釈を試みる。以上の手順を踏むことで、超肥満な身体が垂直・水平運動を経て社会性を取り戻すことが儀式として
組み込まれてしまうと同時に、超肥満表象のラディカルな側面も巻き込まれていることを論じる。

1. フリークスと障害者の枠組みを揺れ動く超肥満

前述したように、本稿で扱う事例作品 2作の公開時期には隔たりがある。映画史的にいえば、『ギルバート・グレ
イプ』が公開された 90 年代は強い女性像が需要あるいは受容される時期であった７。一方、『ザ・ホエール』が公開
される 2020 年代は 90 年代よりもさらに「多様性」８が社会に浸透しているとされる。そこには、『ザ・ホエール』
でみられるようにインターネットの普及が背景となり、個人の発信が容易になった世界が確立されていた。このよ
うな時代の変遷を踏まえ、本章ではアメリカにおける超肥満の社会的位置づけを概観する。
「超肥満」という名称は「肥満」同様に医療における名称であるが、別称として「フリークス」や「世界一巨大な
人間」としても呼称されてきた。後者は、少なくとも1980年代以降のギネス世界記録において確認されるものであり、
ランキングという点では前者よりニュートラルな名称ともいえるかもしれない。しかし、前者の「フリークス」と
いう名称はさらに時を巻き戻す必要があるだろう。いずれにせよ、超肥満なる身体がメディア上もしくは社会に現
れたのはここ数十年というわけではなく、「大きな」身体は見世物小屋をはじめとした様々なメディアに集まり、「普
通ではない」身体として「普通」の人々の目に晒されていたのである９。あるいはドキュメンタリー番組のようなメ
ディア空間においては、超肥満は医学的視線に晒され、生命の危機にある病的な身体と診断され、直ちに治療の対
象としてみなされてきたのである 10。
このような視線に対抗するため、肥満を人文学的に論じようとする Fat Studiesは医学批判を請け負ってきたが、

現状では、強固なまでに医療化される超肥満に関して言及することはさほど多くはない。超肥満と肥満のあいだに
は何が挟まっているのか。そのヒントになるのが「障害」なのかもしれない。Fat Studiesの立ち上げにも関わって
いる Charlotte Cooper（1997）やアメリカにおけるファット・アクセプタンス運動参加者を調査している文化人類
学者の碇陽子（2016）らが述べるように、肥満を障害者としてカテゴライズするのか否かという問題は、社会運動
参加者にとっては繊細な境界線として浮かび上がる 11。
一方で超肥満は機能障害であるとみなされ、病と切り離されない身体として現れる。そのため、「肥満」と「障害」
を一つの区分で語ることが避けられてきたとはいえ、超肥満はより過剰でない肥満と区別され、Fat Studiesの文脈
から少し離れた障害研究やフリークス研究といった分野に偏って語られてきた。たしかに、障害者表象と超肥満表
象が重なる部分はあるのだろう。障害研究者の Garland-Thomson（1996）は障害者表象に対して以下のように言及
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する。

障害は単に悪を象徴するだけでなく、シェイクスピアの『リチャード三世』、ディケンズのクィルプ、メルヴィ
ルのエイハブ、ポーの『跳び蛙』、スタンリー・キューブリックの『博士の異常な愛情』のストレンジラブ博士
といった典型的な悪役において脅威として機能する。彼らの幻想的な「いとこ」である怪物たちと同様、力を
持つ障害者キャラクターは、ほぼ常に社会秩序に対して解き放たれた危険な力を表象している。これらのキャ
ラクターが、名付けられていない深い危険の具現として機能するため、物語の解決策はほぼ常に、その障害者キャ
ラクターを殺すか、無力化することで脅威を抑え込むことになる。この文化的物語を支配する論理は、異常性
を排除することで危険を無力化するというものである。12

このように Garland-Thomsonが述べる、従来の障害者表象が殺されるかあるいは無力化されてきたという指摘は、
超肥満表象にも通ずる。社会的逸脱者としての障害者あるいは超肥満は、物語において悲惨な身体として描かれる
ことが許可されているようにみえる。つまり、社会的逸脱者の特徴である何かしらの「過剰性」は社会から嫌悪の
対象とみなされ、排除あるいは犠牲を被っても仕方がないとされるのである。
実際、アメリカにおいては消費主義や帝国主義、天然資源の搾取などさまざまなレベルで国民の不安を煽るため
に肥満嫌悪言説が紡がれた 13 結果、過剰性は道徳的に悪しきものとして認識されてきた 14。言い換えると、過剰性
を体現する肥満は社会的に逸脱した存在であったのだ。このように肥満が有する身体の過剰性については、これま
で Fat Studiesにおいて議論されてきたトピックの一つでもあるが、身体表象論としては、脂肪はその過剰さゆえ
にジェンダーやエスニシティ、階級などの社会的・文化的要素を越境する機能を果たすと指摘されている 15。本稿
では、超肥満表象を従来のような負の記号的意味づけの滞留状態から解放しようと試みる。
そこで、肥満表象にも共通して語られる食欲や貪欲さといった行為の過剰性とは別に、巨大な物質として立ち現
れる超肥満表象の空間的過剰性を重視する。建築家である小宮山昭は、超肥満について直接言及してはいないが、
身体が有する空間を＜個空間＞という言葉を用いて表現している。

＜個空間＞ということばを充ててみるなら、朝市の広場には数多くのヒトの身体とそれぞれの個空間が群がっ
ている。（個空間は決して視覚によるだけの空間ではない。聴覚、臭覚、触覚を含む共通感覚による空間、ある
いは空間奪取である。・・・）ヒトの身体は直接触れ合うことは稀でも、ヒトが持ち歩いている個空間は場所を
はばからずに接触し融合さえしてる。16

小宮山は＜個空間＞を、神経学の用語である「ペリパーソナル・スペース」にも通ずるものとして認識している。
小宮山のいう＜個空間＞を物質化した身体が、超肥満であるといえる。
このような空間的過剰性とともに超肥満表象は、『ヘアスプレー』や『ギルバート・グレイプ』、『ザ・ホエール』

にて示唆されるように、精神疾患や身体疾患を患っている身体として描かれる。超肥満は精神的な苦痛から過食へ
と陥り、ある種の空間的機能障害を持った身体として提示されるのである。身体の空間的過剰性は、理由なしに社
会的逸脱者としての「フリークス」を表象したかつての時代から、医療の必要がある空間的過剰性としての「超肥満」
を表象する時代へと変化したのかもしれない。しかし、どちらにせよ超肥満がある空間から別の空間へ移動するこ
との困難さが伴うことに変わりはない。
以上をまとめると、過剰な肥満と過剰ではない肥満、あるいはフリークスとして認識された歴史をもつ肥満とボ
ディ・ポジティブ運動のなかでモデルとされる肥満として対置することが可能だろう。過剰な肥満でありフリーク
スであった超肥満表象はなお否定されるべき身体として描かれる。そこにはフリークスだけでなくモンスターを見
るような好奇なまなざしが介在しているが、非社会的で逸脱した身体であるゆえにスペクタクルな移動をする身体
として描かれることも事実である。換言するならば、移動困難であるという前提の超肥満は 17、身体にとって基本
動作とされる「歩行＝移動」をすることでさえ過剰な運動とみなされる。そして、そのことが物語の転機として機
能し、観客に驚きあるいは恐怖をも包含する感動を与えるのである。
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このように、超肥満表象はその空間的過剰性から切り離せない身体である。しかし、だからこそ空間的過剰性を
もつ超肥満表象が、その重量感とともに描かれつつも突如移動を開始する点は見落としてはならない視点である。
超肥満表象がなす象徴的運動とは何を意味するのか。次章からは、映画作品 2つを事例に超肥満表象の移動をみて
いく。

2. 超肥満表象とスペクタクル・ウォーキング

2.1　『ギルバート・グレイプ』（1993）の巨体―奪還の水平運動
本節でみる『ギルバート・グレイプ』は、Peter Simpson Hedges（1962-）の同名小説をもとにして 1993 年に公

開された Lasse Hallström（1946-）による監督作品である。17 年前に夫（ギルバート父）が地下室で自殺したこと
による精神的ショックから驚異的に太ったボニー（ギルバートの母）は 7年間、一歩も家から出たことがない。母
に加え、知的障害児の弟アーニーはグレイプ一家にとって悩みの種とされる。母親のボニーは基本的にはリビング
に置かれたソファで生活を完結させている。作中でボニーの寝室は 2階にあることが判明するが、移動を促されて
もなおソファでの生活をする。ギルバートのセリフには、「俺らもよそへ移りたいけど、お袋が家を離れたがらない。
離れたがらないのでなく、家にくっついてる」とある。母親ボニーは、「家にくっついている」のであり、とくにソファ
を居住空間の中心として家全体を見守っている。
ボニーが作中で水平方向に移動するシーンはごくわずかである。1つは、ギルバートらが家の地下室に潜り、1階
の床を修復しようと奔走する場面である。その際、ボニーはソファから立ち上がり、ゆっくりと別室へ向かい、そ
してソファへ戻ってくる。この場面では、ギルバートらが「母親の体重に耐えきれそうにない」床を修復しようと
試みているのがボニーに気づかれてはいけないという暗黙のルールが敷かれている。これは彼らが、ボニーの母と
しての、さらには人としての尊厳を守るためであろう。このシーンでは、ボニーの移動はスペクタクルなものでは
なく、ごく日常的な移動として描かれていることに注意する必要がある。（図 1）
一方で、2つ目の移動は日常的移動としては描かれていない。そこ
では、アーニーが勾留所へ連行されたことを知り、ボニーがソファ
から身を剥がし、車に乗って移動する様子が約 40 秒にわたって描か
れる。このシーンでは、勾留所へと向かう決定をするためにボニー
が頭を悩ませるところから始まる。悩んだ末、子のために親として
家の外へ身体を晒すことを決意し、ギルバートらにボニーの上着を
持ってくるように要求するが、彼らはその発言に驚き、しばらく動
かない。ボニーが外出するという判断は、ボニー自身だけでなく、
家族にとっても非日常的行為なのである。
医師で医療経済学者の二木（1995）は、『総合リハビリテーション』に寄稿した論文において以下のように述べて
いる。

この映画は、知的障害児の弟を支える純朴な青年の自己犠牲と愛を描いた「みずみずしい青春映画」」と評され
ている。しかし、この映画のもう一つの主題は、超肥満者である彼の母親が受ける差別とリハビリテーショ
ン（全人間的復権）なのである。18

二木のいう「全人間的復権」とは、おそらくボニーがギルバートの恋人であるベッキー（家族の外部に位置される
人物）との面会時に、自らが抱いている身体への嫌悪感が拭われることから発されるものだと推測される。つまり、
過剰な身体が嘲笑されないことによって家と外世界との間にある境界線が揺らぎ、「人間」としての存在を取り戻し
たといえる。
さらに、二木は次のようにも語る。

図 1　『ギルバート・グレイプ』（1:04:44）
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この映画でもっとも印象的なのは、アーニーを暖かく見守る町の人びとが、母親には、好奇心、偏見を露骨に
見せることだ。肥満者差別は障害者差別より根深いと言えよう。ただし、この映画に登場する母親の肥満は「超」
がつく。そのためこの映画をもって、アメリカ社会の肥満者差別体質を論じるのは、不適当かもしれない。19

このように、作中では知的障害と身体障害が描かれているのに関して、知的障害をクローズアップする傾向が指摘
されている。このことは、メディアにおける障害者表象として身体障害が描かれるフェーズから知的障害を描く
フェーズへと移り変わり、さらには作中で乗り越えるべき障壁としての「障害」がそのまま障害者の存在となり、
障害者を通してコミュニケーションを描く傾向が強くなったという指摘に通ずる 20。
身体表象論として、本作はジェンダー規範と空間の観点から分析されてきた。フェミニズム研究者の Narby & 

Phelps（2013）は、Fat Studiesの文脈から家と極度に太った女性のアイデンティティが融合されると主張する 21。
その先代としても位置づけられる Jane Blocker（1996）は現代アートや批評理論に精通しており、とくにバイオ・アー
トという美学や芸術の文脈において本作を分析している。本稿では、特に Blockerの主張に依拠し、超肥満の空間
的側面を取り上げる。

Blocker（1996）は建築史において、男性身体と建物の比率を関連づける広範な古典理論を援用し、肥満女性表象
を「おぞましくも反抗的であり、犠牲者でありながらも破壊的でもあるグロテスクなハイブリッド（a grotesque 
hybrid that is both abject and defiant, victim and subversive）」としてみることを目標とした 22。Blockerは、ロ
シアの記号論者であるMikhail Bakhtin（1895-1975）が議論したカーニヴァル論を以下のように理解している。

カーニヴァルの空間は短い期間、文化的規範が引き伸ばされ、ヒエラルキーが覆され、グロテスクでエキゾチッ
クで周縁化された他者の世界が中心になる場所として見て、覇権的な社会秩序を破壊する可能性があることを
示唆することによって、他者を特権化している 23

しかし、Bakhtinが提起するカーニヴァル論は、許可された範囲でのみ適用されるという批判もなされているため、
Blockerは「彼女のカーニヴァルへの出席は、規範的な基準の維持を保証する。」24 とも述べている。つまり、ヒエ
ラルキーの底辺に居座っていた者にとってカーニヴァルは両手をあげて素直に喜ぶことができないものだというこ
とだろう。しかし、このようなアンビヴァレントなカーニヴァルの性質が Blockerにとっては肥満女性身体と家と
いう空間に関する議論を架橋するきっかけになる。
以上のように、本作における超肥満の水平運動はボニーと家族との関係性だけにとどまらず、自身の身体を人目
に晒すことで社会との関係性を更新するためにおこなわれていた。では次に、2020 年代に公開された『ザ・ホエール』
での水平運動を確認する。

2.2　『ザ・ホエール』（2022）の巨体―贖罪の水平運動
本節では、Darren Aronofskyの監督作品である『ザ・ホエール』に登場する超肥満チャーリーに注目する。本作は、

余命わずかな 1人の男性と、男性と長年疎遠になっていた娘との関係性を構築していく 1週間の物語である。作品
はその他の超肥満表象と類似して室内劇が繰り広げられる。本作は、アメリカの劇作家 Samuel D. Hunter（1981-）
による 2012 年の同名の戯曲がもとになっている。Hunterの作品では、アメリカにあるアイダホ州のモスコーが舞
台になっている。映画では、外風景がわずかに登場することから、チャーリーの家も都会というよりは田舎である
ことが見てとれる。
チャーリーの日々の活動場所は、主にリビングのソファだ。だが、上記でみた『ギルバート・グレイプ』の母親
ボニーと比較すると、作中で描かれる活動場所は広く見える。というのも、チャーリーも『ギルバート・グレイプ』
のボニー同様にソファを生活場所として固定しているが、チャーリーの場合はバスルームに向かうシーンやシャワー
シーン、ベッドまで移動するシーンなど生活拠点が複数描かれる点で超肥満表象の変遷が窺えるかもしれない。
チャーリーの歩行シーンが注目されるのは 3回である。1回目は、『ギルバート・グレイプ』同様に日常生活での
歩行だ。チャーリーは洗面所へ行き、髭を剃り、そして寝室へと向かう。しかし、娘のエリーがチャーリーと再会
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した日のシーンに訪れる 2回目の歩行シーン以降、家族関係と水平運動が連鎖していく。2回目の歩行シーンにて、
娘のエリーは「こっちまで何も使わずに歩いてきて」とチャーリーを玄関まで歩かせようとする。しかし、チャーリー
は転んでしまい、それに失望したエリーは家から立ち去る。3回目も、エリーのもとへチャーリーが歩こうと試みる。
この場面は、2回目の歩行を反復したものである。しかし、2回目と異なるのはチャーリーが自らの意思でエリーが
立っている玄関へ歩き出そうとする点にある。作品を通して、チャーリーとエリーの関係性が修復されていくが、
チャーリーは歩くことで娘のエリーに近づくことができ、エリーは父親であるチャーリーの方へ歩み出す。
先述したように、『ギルバート・グレイプ』につづき、本作でも歩
行を補助するアイテムが登場する。ディズニーピクサー作品である
『ウォーリー』（WALL-E; 2008）でも、宇宙船の乗客が近未来的な車
椅子に乗り、一心同体として描かれている。その様子は、人間と眼鏡
のような関係性のようにも見える。近未来では車椅子が眼鏡のように
身体化すると示唆しているのだろう。超肥満表象も歩行器や車椅子を
使用している傾向にある。最終的に、そのような技術やテクノロジー
からの脱却、つまり人間が持って生まれてきた肉体としての足で歩く
ことになる。物語において、チャーリー自身が認識していた自身のお
ぞましさから逸脱するには、歩行という儀礼が必要だったのである。
（図 2）
このように、歩行器や車椅子を所有しているボニーとチャーリーともに、あえてそれらを使用せず公的に家族の
もとへと歩いてゆく。英文学者の大久保譲（2000）は、身体と技術の関係について語る際に「テクノロジーに排斥
された脚の復権のためには、なによりもまず歩くことだ」25 と書き記している。この点では、超肥満のスペクタク
ルな歩行が人間の肉体を礼賛しているようにも見える。

3. 超肥満の垂直運動

上記では、2作品において不足していた「家族の良好な関係」を奪還するために超肥満が水平運動をしていること
を確認した。別の言い方をすれば、超肥満の水平運動によって非日常への扉が開かれ、日常からの脱出をはかった
といえる。その上で、本章では上記 2作品において、超肥満の垂直に上昇する場面をみていく。水平運動が超肥満
にとって日常からの脱出を意味するとしたら、垂直運動は何を意味するのか。
まず『ギルバート・グレイプ』では、無事に勾留所からアーニーを
連れ戻し、彼の 18 歳の誕生日会が終わった頃、再びボニーのスペク
タクルな移動がおこなわれる 26。家の 2階へ向かう場面である。カメ
ラはまず、手すりをつかむボニーの手や足を映し、それからボニーの
全体像を写すことで階段を上がっている様子を捉える 27 とともに、そ
の姿を見て驚き、心配そうに見つめる家族の表情も映し出す。そして、
ボニーは 2階のベッドで横になったまま亡くなり、ギルバートらに課
題が残されることとなる。遺体を車で運び出すことも、ボニーの体に
合う棺を探すことも困難であるからだ。（図 3）（図 4）

Sara Marsden-Ille（2023）によると、超肥満の葬儀は棺、輸送手段、
火葬、墓という 4つの問題をクリアする必要がある。棺は特大サイズ
にしなければならず、重量に耐える車体と運送ルートの確保、火葬場
に到着後も通常の火葬と異なり、重警備が必要となる。脂肪による火
災を防ぐためである。その後、通常サイズの 2倍となる墓へ埋葬され
ることとなる 28。このように超肥満の葬儀を業者に頼むことが難しい
ことに加え、ギルバートの口から「母を笑い物にさせない」という発

図 2　『ザ・ホエール』（1:52:06）

図 4　『ギルバート・グレイプ』（1:43:12）

図 3　『ギルバート・グレイプ』（1:43:01）



247

宮内 超肥満表象と象徴的移動

言がなされたことにより、残された家族は家ごと焼き払う決断をする。ボニーが行き着くのは、赤赤しい炎となっ
て空へと近づいていく姿であり、その結果 2階建のグレイプ家は、そのまま大きな墓となった 29。

Blockerは、『ギルバート・グレイプ』に登場する母親のイメージを「母性犠牲のファンタジー」であるとして、
家父長制の抑圧的な構造から子供たちを解放するために、そして家庭空間が生み出す空虚さを破壊するために、母
親は諦めたように静かにひとりで息を引き取ったと主張する 30。つまり、家父長制による母性の消費である。これ
に対し、川本（1994）は「この “大草原の小さな家 ”は、心のなかに不安と孤独を抱えた彼らの隠れ家であり、アジー
ル（避難所）なのである」31 と表現する。彼らの主張を踏まえると、ボニーの死と物理的な身体の消滅は、母性＝家
＝アジールの消滅となるだろう。そうなると、避難所さえも失った行き場のないギルバートらがベッキーとエンドー
ラの外へと向かうエンディングは、絶望的だといえるかもしれない。
そして『ギルバート・グレイプ』同様に『ザ・ホエール』において
も物語のクライマックスでチャーリーがエリーのもとへと歩いたあ
と、チャーリーの身体は浮上していく。父親チャーリーの足が浮上し、
ホワイトアウトの天国的空間へと向かう姿が映し出されるのである。
つまり、チャーリーはエリーのもとへと歩行するという儀式を通じて、
家族関係を回復し、エリーだけでなく天国のアランのもとへも通行を
許可されたのである。（図 5）
以上で示したように、超肥満表象はそれまでの重々しい身体性がい
つの間にか軽やかに動き出す。皮膚の下に横たわっていたはずの脂肪
がないことにされ、風船のように皮膚のみになる。このことは、超肥
満表象がもつ空間的過剰性ゆえに用いられる表現だといえる。
このような『ギルバート・グレイプ』と『ザ・ホエール』における肥満の上昇描写は、死のメタファーとして機
能していた。文化歴史論研究者の和泉雅人（2009）は、キリスト教圏で描かれる階段に注目し、「天への上昇は異界
への上昇であり、それは橋や川や山などの閾的記号を越えていくことによる異界への物理的・霊的空間移動の一種
にほかならない」32 と述べる。このように、空へと死にゆく超肥満は、キリスト教圏における魂の移動であると無
難に解釈することはできる。しかし、大きな括りとして超肥満を肥満表象として捉えるならば、死のメタファーと
して肥満が上昇することの別の解釈も可能であると考える。
前述したように、ボディ・ポジティブ運動をはじめとする社会の動きによって、肥満表象の意味づけは否定的身
体から肯定的身体へと転置されてきた。だが、その波に乗れないのが超肥満表象という存在であり、さらにいえば
肯定されるべき身体として打ち出されない、悲壮な身体としての立ち位置を確固たるものにしている。
超肥満表象にとって非日常な行為とは、「外出＝家族以外とつながること」と「家族とのつながりを取り戻すこと」
である。その際、前者は水平移動となり、後者は垂直移動のトリガーとして機能し、最終的には魂となって上昇する。
過剰な肥満である超肥満が、自らの肉体を動かした結果、なによりも軽い物体となり、垂直に上昇する存在として
描かれる。歩くのもやっとな身体、ソファに一体化した身体であった超肥満の身体が浮上することは、究極のダイエッ
トに成功したともいえる。この点で、超肥満表象は肥満表象と一線を画す。肥満表象の場合、ダイエット行為に突
き動かされるか否かがまず問題となり、そのうえで自己肯定感を創出するか否かの問題へと発展する傾向にあるか
らだ。
ダイエットに挑戦するあるいは自己肯定感を獲得した「良い肥満」はボディ・ポジティブ運動の影響により持ち
上がったものであり、単に悪い肥満に対置されるだけでなく、「良い肥満」の中にも「許容される肥満」が小区分と
して見られる。病気であることを明示する肥満を指している「許容される肥満」は、ボディ・ポジティブ以前にもあっ
たように見えるが、肥満も健康であることや体型の多様性を主張するポディ・ポジティブ運動のながれの中において、
病気であるなら太っていても仕方がないという一種の諦めを纏って消化される傾向にある 33。
本稿で取り上げた 2作品に描かれる超肥満表象の場合は、病的であるゆえに悲劇として解釈されうる存在である。
積極的に生へと向かうことで死に至ってしまうのである。これまで肥満表象論において周縁に佇んでいた超肥満は、
その不動的身体を物語の駆動要素として用い、可変的身体として解釈させることに成功したといえる。「許容される

図 5　『ザ・ホエール』（1:52:24）
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肥満」から「良い肥満」へ、さらには「ダイエットの成功者」へと昇り詰めるのである。この点で、超肥満は肥満
表象としてラディカルにも描かれてしまうといえる。

おわりに

本論文が対峙した問いは、過剰な肥満として社会に認知され、ボディ・ポジティブ運動からも逸脱し続けた身体
＝超肥満が映像作品においてどのように表現されているのかであった。その結果、超肥満表象に特有である巨体の
歩行が作中における儀礼として作用し、公的に人間性の回復がなされ、家族との関係性の修復を可能にすることが
明らかになった。つまり、超肥満はモンスターとしてまなざされ、そこから逸脱するには歩き、家族とつながって
いく必要性があった。巨体の水平運動は物語の転換点として機能し、人間性を獲得する手段として機能していた。
対して、巨体の垂直運動はクライマックスとして機能し、かつ肥満という身体性に対する反抗手段として機能して
いた。
そのようにして、両作における超肥満へのまなざし、具体的には『ザ・ホエール』で露骨に言及されていた「お
ぞましさ」から超肥満が解放されるのである。超肥満が公的に歩行することで、人間性の回復が許される。ここで
はさらに、立ち上がること＝垂直運動は、モンスター的身体に反抗するための運動であった。そして、物語のクラ
イマックスに巨体が死を遂げる描写も画面にとって垂直運動であり、それは超肥満にとって重力に反抗する手段と
しても機能していた。つまり、超肥満表象は水平だけでなく垂直に移動することで、アメリカにおける肥満表象史
にとってのラディカルな側面を獲得することに成功したのである。
しかし、本稿で論じきれなかったことや課題がいくつか挙げられる。1つは、超肥満表象を扱う一方で、現実社会
における超肥満の位置づけを歴史的に捉えきれなかった点である。この点については、今後、超肥満表象を取り巻
く医療言説の視点も導入し、さらなる考察を深めていきたい。2点目は、超肥満表象史として提示するには事例が少
なかった点である。本稿は、2作品を軸に論を進めたため、社会背景のつながりが途切れたまま分析を進めた印象と
なってしまったかもしれない。著名ではない作品や映像以外の作品も含めた論述をすることで、超肥満表象史を形
づくることが今後の課題になるだろう。さらに、アメリカ以外の地域における超肥満表象にも目を向け、社会的に
忌避される過剰性の世界的な動向を掴むことも視野にいれたい。
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宮内　超肥満表象と象徴的移動

Representations of Morbid Obesity and Symbolic Mobility: 
As a case study of What's Eating Gilbert Grape? and The Whale

MIYAUCHI Sayaka

Abstract:
Fat Studies, which has gained prominence particularly in the United States, was established to challenge 
mainstream medical narratives about obesity. And its primary goal has been to break down the stigma 
associated with being overweight. However, while certain representations of obesity have been central to 
discussions in this field, there exist marginal representations of obesity that have received less attention. One 
such overlooked area is that of extremely obesity（morbid obesity）, which refers to bodies larger than those 
typically considered under the term "obesity."
Previous studies, including studies by art historian Jane Blocker（1994）and media scholars Narby and Phelps
（2012）, have examined representations of hyper-obese women. These studies focused on their identification 
with domestic spaces and exploring these representations through the lens of gender theory. Building on this 
foundation, the current study investigates cinematic depictions of extreme obesity, a condition historically 
linked to notions of freakishness, by focusing on spatiality and movement. Specifically, this research analyzes 
the horizontal and vertical movements of hyper-obese bodies in film. It positions these bodies as radical figures 
within the broader historical context of obesity representations in the United States.

Keywords: Body representation, Fat representation, Mobility, Excess, Freaks

超肥満表象と象徴的移動
―映画『ギルバート・グレイプ』と『ザ・ホエール』を例に―

宮　内　沙也佳

要旨：
アメリカを中心に研究が盛んになされてきた Fat Studiesは肥満の医学言説を批判する立場をとって設立され、
肥満のスティグマ解消を目的に発展してきた。しかし、そこで語られてきた「肥満表象」という概念のなかでも周
縁的に扱われる肥満表象が存在する。その一つが肥満表象よりさらに巨体を指す超肥満（病的肥満）表象である。
先行研究では、美術史学者の Jane Blocker（1994）やメディア研究者の Narby＆ Phelps（2012）らの研究者によっ

て超肥満の女性表象を家空間と同一化し、ジェンダー論として展開されてきた。そのことを踏まえ、本稿では映画
作品を事例に、かつてフリークスとして認識されていた超肥満を従来のようなアイデンティティ論としてではなく、
空間性や移動という側面から検討する。そして、水平・垂直移動をする超肥満表象をアメリカの肥満表象史におけ
るラディカルな存在として位置づける。




